
和歌山城から始めよう！「みんなにやさしい和歌山をつくる会」 

  事務局会議 

                                           記録 山本 

日 時 平成 26 年 9 月 10 日(水) 18：00～21：00 

場 所 和歌山市 NPO・ボランティアサロン（フォルテワジマ 6F） 

参加メンバー 

（敬称略・順不同） 

笹尾恭子 橋本雅史 川島寛子 山本智子 計４名 

議 案 

1 スロープなど天守閣前へのアプローチについて 

2 お城を一人でも多くの人にやさしくするには 

3 どう進めるか 

4 その他 

 

【議案 1 について】 

【短期目標】国体までに表坂・裏坂合流点に仮設のスロープを設置する。 

実現するためにクリアするべきポイントは？ 

必要なお金を会が集め、まずは一つスロープを置けば、「自分たちでできる！」ことをアピールできる。 

この地点が登城サポートについて難関なので、快適にしたい。 

なぜそこにスロープが必要なのかを説明でき、納得してもらえるように。 

多くの人に体験してもらって実感してもらう必要がある。 

おもてなし充実事業を真に充実させるために必要なことである。 

 

 

【議案 2 について】 

案内板 

コインロッカー 

今後、和歌山城がどうあるべきかを共通認識として持っていることが先決。 

バリアフリーは物理的なものだけではない。 

 

【議案 3 について】 

誰かに何かをやってもらうのではなく、自分たちでやっていけることをやっていこう。 

いずれにしても許可関係があるので、どうやったらできるのかを知恵を絞ろう。 

まず市民、市職員に課題を認識してもらう。 

視覚に障がいのある方には、石垣の積み方の違いを触ってもらって感じてもらうこともできる。 

 

【議案 4 について】 

忍者のランク付け 

案内、サポート、芸 

和歌山市語り部クラブは和歌山城以外も案内するので、和歌山城専門の語り部クラブ 

若い語り部さん 

和歌山大学観光学部の学生：外国人を案内したいという声もある。 

障がいのある方にとって、「お城は行けないところ」だったが、５５フェスタで「行けるところ」にな

った。 



私たちの活動を新市長に知ってもらう。尾花さんの情報をまず入手しよう。まちづくりやバリアフリー

には関心がありそう。 

来年度、月に１回、和歌山城で「お城塾」。水島先生や恵運寺住職に話してもらう。 

 

砂浜を進める車いす（車輪が大きい・バルーンタイヤ）をレンタルして使ってみる。 

ないものは作る！ 

 

次回月例会 10/1（水）18：30～ 


